
２月10日（火）ハーネル仙台を会場に、連合東北ブロックの「女性会議」が開催されました。東北６県持ち回りで開催さ
れており、今年度は宮城県での開催となりました。
連合本部提起では、2026年度運動方針、春闘方針ジェンダー平等・多様性推進関連方針案、男女平等関連における至近の
動向について説明があり、各県の活動報告では、女性参画やジェンダー平等推進フェーズ２の活動についての情報共有を行い、
活発な意見交換が行われ、ジェンダー平等実現に関し見識を深めることが出来ました。

青年委員会では、米沢で開始された「第49回上杉雪灯篭まつり」の雪灯篭製作を行いま
した。今回で４回目の参加となる雪灯篭まつりは２月14日（土）、15日（日）に開催され、
14日に点灯式が行われました。今年は大雪の影響もあり、灯篭の数も多く、迫力ある幻想
的な催しとなりました。催しを通して、伝統ある文化に触れ、体験することはとても貴重で
す。これからも県内の地域貢献活動に参加して地域の伝統を次世代へ伝えていきたいと思い
ます。

連合山形は３月７日（土）、「2026春季生活闘争勝利！総決起集
会」をやまぎん県民ホールで開催し、青年委員会・女性委員会合同
で寸劇とクイズ形式で「働き方」についての認識を問いました。ク
イズでは、年次有給休暇の取得日数や無意識の偏見、昇給やベアに
ついて出題し、会場に参加している方に「○」「×」で答えてもら
う参加型でのアピールを行いました。クイズの最後には「３．８国
際女性デー」に関する問題を出題し、正解とともに、「３．８国際女
性デー」のアピールを行いました。　

３月７日（土）山形駅東西自由通路にて、女性委員会とジェンダー平等委員会による「３．８国際女性デー」の周知行動を
行いました。今年は「バラのソープフラワー」200本とチラシ入りティッシュを配布し、市民・県民に訴えました。「３．８国
際女性デー」を広く周知するため、毎年女性委員会では、このような取り組みを行っています。

1857年３月８日Ｎ.Ｙの被服工場で働く女性達が低賃金、長時間労働の抗議を行ったことが、
「３. ８国際女性デー」の起源と言われています。その後1908年３月８日「パン（賃金・労働条
件の向上）」と「バラ（女性の尊厳と人権の確保）」を掲げてデモを行いました。以来、この日を『女
性の政治的自由と平等のために行動する日』と位置づけられ世界中に広まっています。
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2026年４月29日（水・祝日）　デモ行進９：30～　メーデー大会10：00～
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